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しかし 1973 年 10 月、民主主義を求める学生・市民の叛乱で軍政が倒れ、それ以降、「民
主主義」が政治における正当性の基準として現れる。軍は長期にわたり政権を担うことを正










































































回の選挙では 250 議席があてられて、その全員の選任に NCPO の意向が働く。首相選出は
下院と上院の合同議会でなされるとされたので、すでに NCPO 側は 250 票を得たようなも
のである。このように選挙をしてもタクシン派が首相を選べないような制度設計がおこな
われた（詳しくは、今泉 2019 を参照）。 
選挙結果はほぼ NCPO の思惑どおりとなった。プアタイ党は議席を大幅に減らした（前
回 265→今回 129）。一方 NCPO が作った代理政党パランプラチャーラット（PPRP）党が
116 議席を獲得した。新未来党は大躍進で 81 議席を獲得したが、反軍系 2 政党の議席を合









る。そしてバンコクは、これら 3 政党が議席を分け合った形になっている（PPRP 党が 12、

































して、農民はわずか 1％であった（重冨 2010）。日本の農家と非農家の 1 人あたり所得格差
は 1970 年頃にほぼなくなり、その後は農家の方が非農家を上回っている（重冨 2015）。と
ころがタイでは、2017 年時点でも農家の所得は工場・建設労働者よりも低く、専門職・管










































変わっていく。2010 年人口センサスをもとに 22～24 歳人口の学歴を都市部住民と非都市
部住民で比べてみると、高等教育／大学卒の比率はそれぞれ 44.2％、23.4％とかなり近づい
てきている。1980 年時点ではそれぞれ 15.9％、3.0％であったのと比べれば、ずいぶんと差









 写真 1 （左）DoD photo by Helene C. Stikkel, Thailand’s Prime Minister Thaksin 
Shinawatra in a meeting at the Pentagon(Public Domain). 
（右）Пресс-служба Президента России, Vladimir Putin discussed bilateral cooperation prospects 
with Prime Minister of Thailand Prayut Chan-o-cha (CC-BY-4.0[https://creativecommons.org/ 
licenses/by/4.0/deed.ja]). 
 写真 2 Pitpisit, Thanatorn 2018 (CC-BY-SA-4.0[https://creativecommons.org/ 
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図 3 王室、軍とタクシン派・反タクシン派の関係 
 
（出所）筆者作成。 
